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※　人件費相当額試算は、従事職員数に平均人件費を用いて試算したものです。

令和04年06月24日(金)

文化振興課 担当係 文化財保護係 管理番号 6167文化財施設管理活用事業

次代を担う人と文化を育むまち

郷土の歴史・文化の継承と活用

令和2年度

教育費 社会教育費

教育費 社会教育費

文化財全般の保護と活用

財
源
内
訳 他特定財源

一般財源

予算（現額）

２．事業費（投入コスト）

区分 平成29年度 平成30年度 平成31年度

事
業
費 地方債 0 0

18,687,553 72,325,982 284,801,430

文化財管理施設等の管理
運営

年度別計画

219,585,000 285,745,898

事務事業評価表
１．基本事項

大項目

小項目

2

誠之堂・清風亭、旧煉瓦製造施設は、市を代表する貴重な文化財である。また、川本出土文化財管理センターについて
は、市内の出土品と寄贈された民具資料等を収蔵する施設として管理・運営するものである。

担当課

県支出金 25,000 194,000 1,866,000 0 0 0

129,000,000

169,225,000

1,019,284

17,364,166

文化財費

事務事業

2

事業概要

66,723,000

425,000

0

決算額

国支出金

中項目 2 誰もが生きがいを持ち学ぶことのできるまちづくり

27,400,000 39,305,544

298,387 362,895 905,303 622,107

51,532,000

1,000,000 17,421,297 136,475,000 74,762,000 68,725,000

54,347,790 145,555,127 63,465,720

単位：円

60,187,078

総事業費試算

人件費相当試算※

従事職員数（人）人件
費

30,745,003 83,609,882

12,057,450 11,283,900

1.55 1.45 1.85 1.90 1.00

299,344,280

14,542,850

2.20

17,888,966

383,261,966

15,458,400 7,761,915

181,708,227 176,998,821

令和4年度

161,921,906

7,315,000

前年度決算額（円）

一般会計

一般会計

目

総
合
計
画

主要プロジェクト 0 (未使用）

文化財保護法、文化財保護条例

根拠法令
個別計画等

事業区分 ■ □

目的
※何のために

文化財施設管理活用事業［文化振興課］

文化財費 文化財施設管理活用事業［教育施設課］

重要な文化財の保存及び活用することと文化財管理施設等の管理運営を行う。

対象
※誰・何を対象に

区分 款

手段
※どのように

これらの建造物を良好に保存すると共に安全な利用、観覧に供するように整備する。

成果
※何を求めるか

文化財の保護と活用を促進する。

項

作成日

細事業名

令和3年度

事務事業を
構成する
予算事業

166,249,827 169,236,906 0

旧煉瓦製造施設修理工事 旧煉瓦製造施設修理工事 旧煉瓦製造施設修理工事 旧煉瓦製造施設修理工事 旧煉瓦製造施設修理工事

365,373,000171,178,000 177,649,000

本事業の
主な業務

執行体制

旧煉瓦製造施設の保存修理

誠之堂・清風亭・旧煉瓦製造施設の維持管理

川本出土文化財管理センター維持・管理

文化財施設等管理業務

管理文化財の修繕



実績値

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

　

３．評価指標
目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標１
実績値

目標値は設定しない

件

単
位

00 3

評価者 文化振興課　田邊恵美

区分 評価の観点 評価 評価理由

４．観点別評価

令和
4年度

平成
29年度

平成
30年度

平成
31年度

令和
2年度

令和
3年度

0

1000

31745

5000

効率性

・意図した成果が上がっている
か。
・指標未達成の場合は、その原因
を分析できているか。

・ICTの活用や業務改善が充分か。
  ※検証必須
・コスト面など効率的に執行できている
か。
・民間委託や他事業との統合・連携が可
能か。

誠之堂・清風亭・旧煉瓦製造施設の見学予約については、公共施設予約シス
テムを活用し、予約管理を行っている。

B

B

清之堂・清風亭及び旧煉瓦製造施設は、新型コロナウィルス感染拡大防止に
より団体見学者の人数制限を実施したが、渋沢栄一ゆかりの施設であり、Ｎ
ＨＫ大河ドラマでは主役の渋沢栄一翁が注目され、多くの方々に興味・関心
も持っていただき来館者数が大幅に増加した。なお、川本出土文化財管理セ
ンターについては、新型コロナウィルス感染拡大防止により、企画展示を縮
小し開催したため見学者数が目標値に届かなかった。

成果

1000

人

実績値

目標値

実績値

目標値

6500

9761
成果指標１

成果指標２

成果指標３

評価理由・指標数値の推移
文化庁及び埼玉県と協議を進め、旧煉瓦製造施設の設計監理業務及び保存修
理工事を順調に進めることができた。

572 0

0

3

6500 6500 6500 6500 6500

6011 5142 15547

0

来館者数の推移

5000 5000

評価評価の観点区分

196 108747

4455 5035

1000 1000

人

目標値

実績値

区分

文化財保存・改修工事件数

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

指標名

誠之堂・清風亭来館者数

旧煉瓦製造施設見学者数

目標値

実績値

川本出土文化財管理センター
展示見学者数 人

　

来館者数の推移

1000 1000

来館者数の推移（平成２７年度から目標値設定）

4932 2750 7862 0

3000 5000 5000

目標値

実績値の算出式

698

（２）事業効率性評価
事業効率性評価は、執行体制や手段など効率的に事務事業を執行しているかを評価します。
（評価基準）（A:効率的である　B:高める余地あり　C:効率的でない）

評価者 文化振興課　田邊恵美

観点別評価は、指標達成の有無の他、その達成率も勘案して総合的に評価します。
目標値の設定がないものについても、進捗状況等を踏まえA～Cの三段階にて評価します。

・活動実績は、見込みに沿い、か
つ投入資源に見合っているか。

（１）事業達成度評価
事業達成度評価は、意図した活動により事業目的に適う成果がでているかを評価します。
（評価基準）（A:達成している　B:おおむね達成している　C:達成していない）

A

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動



□ ①拡充,重点化(コスト投入) □委託化等の検討

■ ②現状のまま継続 □成果向上のための改善

□ ③見直して継続 □効率化のための改善

□ ④目的達成による終了 □事業規模の縮小

□ ⑤廃止を検討 □他の事務事業と統合

７．改善改革プラン・今後の課題

令和4年度に実施する
改善・改革案

（事業目的・各指標の達成に必要
な改善、業務の効率化を図るため

の改善）

施設見学者が安心・安全に来館できる環境を整え、見学者の維持を図る。

８．評価指標グラフ

施設見学者が安心・安全に来館できる環境を整え、見学者の維持を図る。

６．所属長評価（今後の方向性）

５．前年度改善改革プラン達成状況

市所有文化財の適切な管理及び活用を図ることができ、旧煉瓦製造施設につ
いては、順調に保存修理う工事が進捗している。また、施設の維持管理を図
り、適切に修繕することができた。

令和2年度の評価を受けて
設定した改善・改革案

達成状況及び
その効果

清之堂・清風亭及び日本煉瓦史料館の修繕を行い、施設見学者が安全に来館できる環境を整え、見
学者の維持を図ることができた。

評価者 文化振興課長　持田　淳

評価の内容説明

6167事務事業 文化財施設管理活用事業 担当課 文化振興課 担当係 文化財保護係 管理番号

区分 成果指標１ 指標名 誠之堂・清風亭来館者数

令和5年度以降に取り組む
改善・改革案・今後の課題

（事業目的・各指標の達成に必要
な改善、業務の効率化を図るため

の改善）

旧煉瓦製造施設については、国や県等と保存修理方法等について適切に協議を行い、耐震補強工事
を進め、令和６年度での一部公開を目指す。また、活用棟の建設及び駐車場整備を進める必要があ
る。

区分 成果指標２ 指標名 旧煉瓦製造施設見学者数

0

10000

20000

30000

40000

平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

目標値

実績値

0

5000

10000

平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

目標値

実績値

上記を実施するための具体的な取組内容は？


